
知っ得  豆知識！ 121号2018年 5月平成30年

高額療養費制度とは

高額療養費制度とは、医療機関や薬局の窓口で支払った額（※）が、ひと月（月の初めから終
わりまで）で上限額を超えた場合に、その超えた金額を支給する制度です。
※入院時の食費負担や差額ベッド代等は含みません。

＜例＞70歳以上・年収約370万円～ 770万円の場合（３割負担）
100万円の医療費で、窓口の負担（3割）が30万円かかる場合

212,570円を高額療養費として支給し、
実際の自己負担額は87,430円となります。
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【高額療養費の支給申請について】
ご自身が加入している公的医療保険（健康保険組合・協会けんぽの都道府県支部・市町村国保・後期高齢

者医療制度・共済組合など。以下単に「医療保険」といいます。）に、高額療養費の支給申請書を提出または

郵送することで支給が受けられます。病院などの領収書の添付を求められる場合もあります。

ご加入の医療保険によっては、「支給対象となります」と支給申請を勧めたり、さらには自動的に高額療

養費を口座に振り込んでくれたりするところもあります。なお、どの医療保険に加入しているかは、保険

証（正式には被保険者証）の表面からご確認いただけます。

【高額療養費制度の支給の対象となる医療費について】
保険適用される診療に対し、患者が支払った自己負担額が対象となります。医療にかからない場合でも

必要となる「食費」・「居住費」、患者の希望によってサービスを受ける「差額ベッド代」・「先進医療にかか

る費用」等は、高額療養費の支給の対象とはされていません。

また、患者が69歳以下の場合に自らの自己負担額を合算するためには、レセプト（※）１枚あたりの１か

月の自己負担額が２万１千円以上であることが必要です。

なお、高額療養費制度は、かかった医療費を暦月単位で軽減する制度であり、月をまたいで治療した場合

は、自己負担額の合算はできません。

（※）ある個人について診療に要した費用を医療保険に請求するために、暦月（月の初めから終わりまで）

単位で医療機関や薬局が作成する請求書を指します。

【高額療養費を申請した場合、支給までにかかる時間について】
受診した月から少なくとも３か月程度かかります。

高額療養費は、申請後、各医療保険で審査した上で支給されますが、この審査はレセプト（医療機関から

医療保険へ提出する診療報酬の請求書）の確定後に行われます。レセプトの確定までに一定の時間がか

かります。なお、医療費のお支払いが困難なときには、無利息の「高額医療費貸付制度」を利用できる場合

があります。制度の利用ができるかどうか、貸付金の水準はどのくらいかは、ご加入の医療保険によって

異なりますので、お問い合わせください。
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平成29年7月診療分まで
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平成29年7月診療分まで
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平成29年８月から平成30年7月診療分まで
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平成29年８月から平成30年7月診療分まで
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平成30年８月診療分から（変更あり）
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平成30年８月診療分から（変更あり）

引用元：厚生労働省「高額療養費制度を利用される皆さまへ」　※詳細は、厚生労働省Ｗｅｂサイトからご確認いただけます。
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/kougakuiryou/index.html
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